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●第26回 商工会特産品コンテスト最優秀賞（県知事賞）が決定‼
●ニッポン全国物産展2023
●青年部だより
●女性部だより
●持続化補助金を活用した商品開発事例
●経営革新物語
●事業承継支援を強化‼
●販路開拓サイト「CANVAS（キャンバス）」のご案内
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●よろず支援拠点の支援事例
●よろず支援拠点インボイスセミナーのご案内
●会員福祉共済加入者の声 従業員福利厚生活用編
●記帳機械化による経営改善事例
●【コラム】労務のお悩み 社労士 古波蔵 精がお答えします！
●自動車事故費用共済のご案内
●シルバー派遣事業のご案内

令和５年

50沖
縄県

商工会連合会

県産品奨励月間に係る
地元産品奨励及び
地元企業優先使用要請活動の実施

県産品の使用奨励の啓発と需要の拡大を喚起することと、本県産業の振興と雇用の拡大に資
することを目的に本年度も各市町村で県産品奨励月間に係る地元産品奨励及び地元企業優
先使用の要請活動が実施されました。
要請活動は昭和５９年７月に沖縄県が策定した「県内企業への優先発注及び県産品の優先使用
基本方針」に基づいており、今年は「県産品　みんなで創る　島の価値」をスローガンに、業界、
消費者及び行政等全県民が一体となって、各種事業及び広報キャンペーンを集中的にするこ
とで、県内需要の創出による景気の維持と拡大と経済の活性化を図ります。

9月号
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No.309

「まじゅん」とは、
沖縄の言葉で「一緒」の意味。
会員の皆様とともに歩むという
想いがこめられています。

沖縄県商工会連合会 会報誌
設立 周年周年

AnniversaryAnniversary

(    )
共済契約者の
経済的負担を補うため

補償の内容

刑事上の責任 民事上の責任

行政上の責任 社会的責任
（道義的責任）

刑事裁判による
刑罰等

公安委員による
免許の取消・停止等

お見舞いや、お詫び
など社会通念上良
識に基づいた責任

示談・民事裁判
による損害賠償等

自賠責保険／
自動車保険
でカバー
対人・
対物賠償等

自動車事故費用共済
でカバー
自動車事故による
契約者の経済的損失を
補填します。

もし事故の当事者になってしまったら… 交通事故の加害者には4つの責任が発生します

・共済金は全額契約者へお支払いします。

・年齢、等級にかかわらず掛け金は一律です。
・お相手様へのお見舞い、香典供花料、示談金等の
 支出にお役立ていただけます。

・任意保険とは関係なくお支払いします。

・ご自身（同乗者）の入院・通院、死亡時も保障します。

・自損事故でもご利用いただけます。

この制度の特色

万が一の事故にもう一つの安心を
自動車事故費用共済のご案内

詳しくはお近くの商工会まで

自動車事故費用共済は
こんな時にお支払いします

自分が追突されて

＊自分が20日通院、相手1
名（運転手）が死亡した。
（自分）2,250円×20日
=45,000円　定額払い
(相手）お支払いできませ
ん
計45,000円を契約者にお
支払い。

※全く契約者に過失がない場合

歩行者を跳ねて死亡事故を起こした

＊相手が死亡した。
死亡事故共済金として3,000,000円を支払い
限度として実費を契約者にお支払い。

車種

自家用乗用
自動車

自家用軽乗用
自動車

共済掛金
／1台

年額
9,000円

年額
4,500円

自損事故を起こして

＊自分と同乗者がそれぞ
れ10日入院した。
（自分）4,500円×10日
×2名=90,000円定額払
い
計90,000円を契約者にお
支払い。　

追突事故を起こして

＊相手２名（運転者と同乗
者）がそれぞれ10日入院
した。
（相手）4,500円×
10日×２名＝90,000円
90,000円を支払い限度と
して負担した実費を契約
者にお支払い。

出会い頭の事故を起こして

＊相手１名（運転者）が30
日、自分が20日通院した。
（自分）2,250円×20日＝
45,000円　定額払い
（相手）2,250円×30日＝
67,500円

67,500円を支払い限度として契約者が負担した
実費をお支払い。
計45,000円＋67,500円を支払い限度として
負担した実費を契約者にお支払い。

負傷者が
契約者側の場合

負傷者が
相手側の場合

契約者側に過
失がある場合
に限ります。

❶死亡共済金
     事故の日から180        
     日以内に死亡され   
     たとき（1事故につき）

❷ 死     亡
　 臨 時 費 用
　 共  済  金

❸ 後 遺 障 害
　 共 済 金
     （障害級別による）

❹ 入 通 院
　 共 済 金
      365日分または
     300万円限度

❺ 入  通  院
　 臨 時 費 用
  共 済 金

300万円

12万円～
300万円

（1人あたり）

入院日額 4,500円
通院日額  2,250円
1事故につき入院、通院合わせて
1日最高18,000円

合計300万円までの
実費をお支払いします。

被共済自動車に過失がある共
済期間内の事故により、事故日
から180日以内に相手側に死
亡者が生じたとき、1事故につ
き30万円をお支払いします。

12万円～300万円
算定された額を限度として
実費をお支払いします。

合計300万円までの
実費をお支払いします。

被共済自動車に過失がある共
済期間内の事故により、相手側
負傷者が通算3日以上の入院
または通院をしたとき、1事故に
つき3万円をお支払いします。

左記の日額により

読谷村商工会 豊見城市商工会 与那国町商工会

名護市商工会 渡嘉敷村商工会 北谷町商工会
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令
和
５
年
７
月
８
日（
土
）

ま
り
り
ん
ぎ
の
わ
ん（
宜
野

湾
マ
リ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
て「
若
い
経
営
者
の
主
張

発
表
県
大
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
大
会
で
は
、北
部
・
中

部
・
南
部
・
先
島
の
各
支
部

を
代
表
し
た
４
名
に
よ
る

発
表
が
行
わ
れ
、審
査
の
結

果
、中
部
支
部
代
表
の
木
内

清
佳
さ
ん（
宜
野
湾
市
）が

県
知
事
賞
を
獲
得
し
、県
連

会
長
賞
に
南
部
支
部
代
表

の
税
所
良
輔
さ
ん（
豊
見
城

市
）、県
青
連
会
長
賞
に
先

島
支
部
代
表
の
西
表
淳
さ

ん（
石
垣
市
）、北
部
支
部
代

表
の
金
城
克
郎
さ
ん（
国
頭

村
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
審
査
講
評
を
行
っ
た
、福

元
大
輔
審
査
委
員
長（
沖
縄

タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
政
経

部
長
）か
ら
は
、「
発
表
者
そ

れ
ぞ
れ
が
青
年
部
活
動
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
、得
た

も
の
、そ
し
て
成
長
し
た
こ

と
が
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
発
表

で
あ
っ
た
」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
、県
知
事
賞
を
獲
得

し
た
木
内
清
佳
さ
ん
は
、令

具志堅玲乃さん（右から２番目） 浦内由美子会長（誓いの言葉）

左から、西表淳さん（石垣市）、税所良輔さん（豊見城市）、木内清佳さん（宜野湾市）、金城克郎さん（国頭村）

研修会場の風景 視察先での集合写真

令
和
5
年
度

　

第
46
回

「
若
い
経
営
者
の
主
張

発
表
県
大
会
」を
開
催

和
５
年
９
月
13
日（
水
）に
宮

崎
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州

大
会
に
沖
縄
県
で
は
初
め

て
の
女
性
部
員
の
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
商
工
会
女
性
部
員
に
よ
る

日
頃
の
女
性
部
活
動
や
女
性

部
員
と
し
て
の
活
動
等
を
発

表
し
、相
互
研
鑚
、資
質
の
向

上
を
図
り
、今
後
の
女
性
部

活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
令
和
５
年
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
研
修
会
」が
去
る
７
月

12
日（
水
）、長
崎
県
長
崎
市
に

て
開
催
さ
れ
、沖
縄
県
か
ら
は

45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
の
主
張
発
表
大

会
で
は
、本
部
町
商
工
会
女

性
部
の
具
志
堅
玲
乃
さ
ん
が

沖
縄
県
代
表
と
し
て『
女
性

部
活
動
に
参
加
し
て
』を

テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
ま
し

た
。実
家
の
家
業
で
あ
る
豆

腐
屋
か
ら
早
く
離
れ
た
い
と

県
外
の
大
学
に
進
学
し
た
も

の
の
、徐
々
に
豆
腐
屋
と
し

て
働
く
両
親
の
す
ご
さ
・
大

変
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、女
性

部
先
輩
方
の
パ
ワ
ー
や
笑
顔

に
感
謝
し
つ
つ
、新
し
い
目

標
と
共
に
地
域
を
明
る
く
し

た
い
と
想
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
九
州
８
県
の
代
表
が
発
表

を
終
え
、審
査
委
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
は
、惜
し
く
も

最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も
の
の

具
志
堅
さ
ん
は
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
二
日
目
は

「
小
さ
な
一
歩
が
大
き
な
未

来
へ
」を
テ
ー
マ
に
恋
愛
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
野
田
亜
希
子

令
和
5
年
度

　

九
州
ブ
ロッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会
　

主
張
発
表
大
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

商
工
会
女
性
部
の
協
力
を
得

て
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

事
例（
婚
活
事
業
）に
つ
い
て

講
話
い
た
だ
き
、主
催
者
と

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
想
い
の

違
い
に
つ
い
て
理
解
し
た
上

で
事
業
の
ゴ
ー
ル
を
描
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ニッポン全国物産展2023ニッポン全国物産展2023
　
11
月
17
日（
金
）〜
11
月
19

日（
日
）の
３
日
間
、東
京
池
袋

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
に

て「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら「
日
本
最
大

級
の
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
」に

刷
新
さ
れ
、幅
広
い
お
客
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
地

域
色
豊
か
な
食
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

事業所名

https://www.all-nippon.jp/

ここでしか味わえない、ニッポン全国の魅力が大集
合

今年も奥武山公園
で

　　　　　開催し
ます！！第26回

昨年のニッポン全国物産展の様子

第26回商工会特産品コンテスト受賞者一覧

株式会社 ファッションキャンディ
株式会社 日新ミートフーズ
紅型雑貨 虹亀商店 
MantaFrog GateWay 合同会社
株式会社 わんさか
沖縄プリン本舗
KIZUKI OKINAWA
合資会社 共栄社
ナーティーチ 株式会社

黒い欲望
TONPI（塩味）（ｽﾊ ｲ゚ｼｰ味）（ｽﾓｰｸ味）
琉球灯窓たまてばこ
バニラマンタ
はなぱんちゅん物語
南の島の生プリン
ギュっと沖縄のボールペン
ブエナスエルテ
イイダコたこ焼き

宜野湾市商工会
南風原町商工会
南城市商工会
石垣市商工会
名護市商工会
南城市商工会
南城市商工会
今帰仁村商工会
うるま市商工会

食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部

　今年も県内商工会地域で開発された特産品の
中から選出する「商工会特産品コンテスト」を実施
しました。食品の部41品、非食品の部4品、合計45
品のエントリーがあり、第1次、第２次審査を経て、

下記の通り、最優秀賞（県知事賞）、優秀賞（県連会
長賞）、奨励賞、審査員特別賞の9品目を決定しま
した。

　また、商工会特産品フェア「ありんくりん市」が、
10月27日（金）～29日（日）の3日間、奥武山公園
産業まつり会場内にて開催されます。皆様のご来
場をお待ちしております。今年は、沖縄県商工会連
合会設立50周年の節目の年に当たり、その記念事

業の一環として、県内インフルエンサーとの連携し
た地域の特産品のPRを行っていく予定です。

商工会特産品コンテスト
最優秀賞（県知事賞）が決定!!

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

日 時   令和5年10月27日（金）～29日（日） 
           午前10時～午後8時
場 所   奥武山公園 芝生広場駐車場

第26回 商工会特産品フェア「ありんくりん市」

左から 県知事賞の「黒い欲望」（食品の部）、県連会長賞の「TONPI」（食品の部）、「琉球灯窓たまてばこ」（非食品の部）

優秀賞
(県連会長賞)

奨励賞

審査員特別賞

最優秀賞（県知事賞）
商品名 商工会名事業所名部門賞



September issue of Majyun  TOPICS

3 2

　
令
和
５
年
７
月
８
日（
土
）

ま
り
り
ん
ぎ
の
わ
ん（
宜
野

湾
マ
リ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
て「
若
い
経
営
者
の
主
張

発
表
県
大
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
大
会
で
は
、北
部
・
中

部
・
南
部
・
先
島
の
各
支
部

を
代
表
し
た
４
名
に
よ
る

発
表
が
行
わ
れ
、審
査
の
結

果
、中
部
支
部
代
表
の
木
内

清
佳
さ
ん（
宜
野
湾
市
）が

県
知
事
賞
を
獲
得
し
、県
連

会
長
賞
に
南
部
支
部
代
表

の
税
所
良
輔
さ
ん（
豊
見
城

市
）、県
青
連
会
長
賞
に
先

島
支
部
代
表
の
西
表
淳
さ

ん（
石
垣
市
）、北
部
支
部
代

表
の
金
城
克
郎
さ
ん（
国
頭

村
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
審
査
講
評
を
行
っ
た
、福

元
大
輔
審
査
委
員
長（
沖
縄

タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
政
経

部
長
）か
ら
は
、「
発
表
者
そ

れ
ぞ
れ
が
青
年
部
活
動
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
、得
た

も
の
、そ
し
て
成
長
し
た
こ

と
が
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
発
表

で
あ
っ
た
」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
、県
知
事
賞
を
獲
得

し
た
木
内
清
佳
さ
ん
は
、令

具志堅玲乃さん（右から２番目） 浦内由美子会長（誓いの言葉）

左から、西表淳さん（石垣市）、税所良輔さん（豊見城市）、木内清佳さん（宜野湾市）、金城克郎さん（国頭村）

研修会場の風景 視察先での集合写真

令
和
5
年
度

　

第
46
回

「
若
い
経
営
者
の
主
張

発
表
県
大
会
」を
開
催

和
５
年
９
月
13
日（
水
）に
宮

崎
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州

大
会
に
沖
縄
県
で
は
初
め

て
の
女
性
部
員
の
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
商
工
会
女
性
部
員
に
よ
る

日
頃
の
女
性
部
活
動
や
女
性

部
員
と
し
て
の
活
動
等
を
発

表
し
、相
互
研
鑚
、資
質
の
向

上
を
図
り
、今
後
の
女
性
部

活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
令
和
５
年
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
研
修
会
」が
去
る
７
月

12
日（
水
）、長
崎
県
長
崎
市
に

て
開
催
さ
れ
、沖
縄
県
か
ら
は

45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
の
主
張
発
表
大

会
で
は
、本
部
町
商
工
会
女

性
部
の
具
志
堅
玲
乃
さ
ん
が

沖
縄
県
代
表
と
し
て『
女
性

部
活
動
に
参
加
し
て
』を

テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
ま
し

た
。実
家
の
家
業
で
あ
る
豆

腐
屋
か
ら
早
く
離
れ
た
い
と

県
外
の
大
学
に
進
学
し
た
も

の
の
、徐
々
に
豆
腐
屋
と
し

て
働
く
両
親
の
す
ご
さ
・
大

変
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、女
性

部
先
輩
方
の
パ
ワ
ー
や
笑
顔

に
感
謝
し
つ
つ
、新
し
い
目

標
と
共
に
地
域
を
明
る
く
し

た
い
と
想
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
九
州
８
県
の
代
表
が
発
表

を
終
え
、審
査
委
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
は
、惜
し
く
も

最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も
の
の

具
志
堅
さ
ん
は
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
二
日
目
は

「
小
さ
な
一
歩
が
大
き
な
未

来
へ
」を
テ
ー
マ
に
恋
愛
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
野
田
亜
希
子

令
和
5
年
度

　

九
州
ブ
ロッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会
　

主
張
発
表
大
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

商
工
会
女
性
部
の
協
力
を
得

て
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

事
例（
婚
活
事
業
）に
つ
い
て

講
話
い
た
だ
き
、主
催
者
と

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
想
い
の

違
い
に
つ
い
て
理
解
し
た
上

で
事
業
の
ゴ
ー
ル
を
描
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ニッポン全国物産展2023ニッポン全国物産展2023
　
11
月
17
日（
金
）〜
11
月
19

日（
日
）の
３
日
間
、東
京
池
袋

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
に

て「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら「
日
本
最
大

級
の
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
」に

刷
新
さ
れ
、幅
広
い
お
客
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
地

域
色
豊
か
な
食
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

事業所名

https://www.all-nippon.jp/

ここでしか味わえない、ニッポン全国の魅力が大集
合

今年も奥武山公園
で

　　　　　開催し
ます！！第26回

昨年のニッポン全国物産展の様子

第26回商工会特産品コンテスト受賞者一覧

株式会社 ファッションキャンディ
株式会社 日新ミートフーズ
紅型雑貨 虹亀商店 
MantaFrog GateWay 合同会社
株式会社 わんさか
沖縄プリン本舗
KIZUKI OKINAWA
合資会社 共栄社
ナーティーチ 株式会社

黒い欲望
TONPI（塩味）（ｽﾊ ｲ゚ｼｰ味）（ｽﾓｰｸ味）
琉球灯窓たまてばこ
バニラマンタ
はなぱんちゅん物語
南の島の生プリン
ギュっと沖縄のボールペン
ブエナスエルテ
イイダコたこ焼き

宜野湾市商工会
南風原町商工会
南城市商工会
石垣市商工会
名護市商工会
南城市商工会
南城市商工会
今帰仁村商工会
うるま市商工会

食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部

　今年も県内商工会地域で開発された特産品の
中から選出する「商工会特産品コンテスト」を実施
しました。食品の部41品、非食品の部4品、合計45
品のエントリーがあり、第1次、第２次審査を経て、

下記の通り、最優秀賞（県知事賞）、優秀賞（県連会
長賞）、奨励賞、審査員特別賞の9品目を決定しま
した。

　また、商工会特産品フェア「ありんくりん市」が、
10月27日（金）～29日（日）の3日間、奥武山公園
産業まつり会場内にて開催されます。皆様のご来
場をお待ちしております。今年は、沖縄県商工会連
合会設立50周年の節目の年に当たり、その記念事

業の一環として、県内インフルエンサーとの連携し
た地域の特産品のPRを行っていく予定です。

商工会特産品コンテスト
最優秀賞（県知事賞）が決定!!

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

日 時   令和5年10月27日（金）～29日（日） 
           午前10時～午後8時
場 所   奥武山公園 芝生広場駐車場

第26回 商工会特産品フェア「ありんくりん市」

左から 県知事賞の「黒い欲望」（食品の部）、県連会長賞の「TONPI」（食品の部）、「琉球灯窓たまてばこ」（非食品の部）

優秀賞
(県連会長賞)

奨励賞

審査員特別賞

最優秀賞（県知事賞）
商品名 商工会名事業所名部門賞



September issue of Majyun  TOPICS

5 4

経営革新物語
課　題

経営革新計画の概要

経営指導員より（竹富町商工会  経営指導員  管野　奨真）

　竹富町黒島で農業生産法人を営んでおり、黒島では唯一、自社の加工商品
を販売しています。
　近年はコロナ禍ということ以外に、市場での子牛の取引価格の下落と飼料
の価格高騰により利益率の低下が課題となっています。

　新たな自社の加工食品を開発します。１年目は、試作品の完成、製品の改良
を予定しています。２年目以降は、市場調査、販促ツールの作成、販路拡大を
予定しております。
　新商品開発をすることで、当社の課題であった賞味期限問題、加工によって
賞味期限が伸び、在庫をしっかり確保することができるようになり、一年を通
して安定的に販売をすることが可能になります。また利益率の確保にも繋が
り、今後も安定した運営をすることが可能になります。

　竹富町黒島で長く畜産業をしており、これまでも
着実に事業として成長している中で今回の経営革
新計画の申請を通して、自社の強みや弱み以外に
長期的に取り組んでいくことや、今すぐに取り組ま
なければならないことなど自分たちでも気づいて
いなかった多くのことを知ることができました。
　今後は新商品開発以外に、新たな販路の確保も
必要になっていきますので、引き続き伴走支援を続
けていきたいと思います。

事業所名：農業生産法人 株式会社 又吉牧場

事業所名：農業生産法人株式会社又吉牧場
代 表 者：又吉　清眞
創　　業：昭和54年1月、平成31年に法人化
所 在 地：竹富町黒島1486
電話番号：0980-85-4233

家族写真

　沖縄公庫、沖縄県事業承継・引継ぎ支援セン
ター、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県商工会連合
会の４者による「事業承継における連携に関する覚
書」を３月９日（木）に締結しました。
　この覚書により、商工会窓口で相談のあった事業
承継の相談内容を公庫と共有することができ、更に
は事業承継引継ぎ支援センターの専門家へ橋渡し

することで、事業承継計画の策定支援とその計画の
中で必要となってくる事業承継関連融資にもつなげ
ることができるようになります。互いの情報やノウハ
ウを共有し、切れ目のない支援体制を構築し、事業
者の廃業による雇用や技術の喪失を防ぎ、地域経
済の活性化を目指します。事業承継に関するご相談
は、お近くの商工会の窓口にお越しください。

事 業 承 継 支 援 を 強 化 ‼
経営課題と持続化補助金の概要

持続化補助金を活用した商品開発事例

Market development example

取締役のいずみさん、知念指導員取締役のいずみさん、知念指導員

　圧延機をはじめとした黒糖の形状加工機械装置の導入で手作業加工が均一かつ効率的に
行えるようになり、品質の平準化および製造工程の改善を進めることができました。生産効
率の課題解決により開発中の新商品も完成し、商品名「ブエナスエルテ」※として沖縄県優
良県産品NEXT部門の最優秀賞を受賞しました。この受賞により那覇空港内で展示され商
品PRにつながったほか、村内リゾートホテルとの新たな商談機会を得ることができました。
　また、今後の新商品の認知度向上、売上拡大につなげるため村内イベントで試食販売を行
い、来場者らの感想や評価の声の獲得に取り組んでいます。
※Buena Suerte（ブエナスエルテ）：幸運をあなたへ

　代表者より相談を受けた時からすぐに今回の取り組みに懸ける想いと熱
意を強く感じました。そして新たな手法を経営計画書に落とし込んだことが
販路開拓と経営継続、優良県産品の認定につながったと感じています。
　今後も事業者への継続的支援を行いながら、更なる経営発展に繋がるよ
う伴走していきます。（今帰仁村商工会　経営指導員  原　満彦）

　（資）共栄社は加工黒糖を中心とした商品を自社工場内にて製造、県内外へ販売する事業
者です。
　昨今の黒糖需要減退による市場変化の影響を受け、自社商品の加工黒糖販売が低迷して
いる状況でした。そして打開策として開発中であった新商品も手作業加工のため、生産効率
が低く生産量の拡大が課題となっていました。
　そこで、持続化補助金を活用しながら新商品の完成と機械化製造による品質および製造
量の向上に取り組み、完成した新商品を村内リゾートホテルとの商談や認知度向上、販売促
進に向けて沖縄県優良県産品への応募を行いました。

補 助 事 業 の 成 果

経 営 指 導 員 よ り

事業所名：合資会社 共栄社
所 在 地：今帰仁村謝名227－１
代 表 者：與那　勝治
電話番号：0980-56-2812
URL   https://nakijin-kokutouya.co.jp/

　沖縄公庫、沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県商工会
連合会の４者による「事業承継における連携に関する覚書」を３月９日（木）に締結しました。

左から　沖縄振興開発金融公庫の川上理事長、県商工会議所連合会の上間副会長、米須会長、県事業承継・引継ぎ支援センターの嶺井統括責任者

與那 代表社員左 原 経営指導員　右 與那 代表社員

まずはこちらのポータルサイトでご登録ください
詳しくは、販路開拓サイト「C A NVA S」をチェック ! !

1 .イベントに出る 2 .卸先を見つける 3 .実践的に学ぶ 4 .課題を解決する

販路開拓サイト「CANVAS（キャンバス）」のご案内
～事業者様のECサイト構築や販路開拓を支援します～

「CANVAS」は、地域の中小・小規模事業者のモノづくり、販路開拓、デジタル化・EC活用を
サポートするサービスとコンテンツを提供するプラットフォームです。
全国商工会連合会が実施する販路開拓支援事業のご案内をはじめ、ECサイト・販路開拓に
関するセミナー・ワークショップ等のイベントにご参加いただけます。是非ご活用ください。

検索 販路開拓

百貨店催事、大規模販売会など新
規顧客獲得のためのイベントを
開催しています。

現役バイヤーが取引を前提に参
加する審査会型ビジネスマッチン
グを実施しています。

デジタル教材、動画、セミナー等
を通じて商品開発・ECを実践的
に学ぶことができます。

販路開拓の課題を解決するため
に認定パートナーをご紹介してい
ます。

B t o C  サ ー ビ ス → B t o B  サ ー ビ ス → E C 活 用 支 援・商 品 → パ ー ト ナ ー →
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経営革新物語
課　題

経営革新計画の概要

経営指導員より（竹富町商工会  経営指導員  管野　奨真）

　竹富町黒島で農業生産法人を営んでおり、黒島では唯一、自社の加工商品
を販売しています。
　近年はコロナ禍ということ以外に、市場での子牛の取引価格の下落と飼料
の価格高騰により利益率の低下が課題となっています。

　新たな自社の加工食品を開発します。１年目は、試作品の完成、製品の改良
を予定しています。２年目以降は、市場調査、販促ツールの作成、販路拡大を
予定しております。
　新商品開発をすることで、当社の課題であった賞味期限問題、加工によって
賞味期限が伸び、在庫をしっかり確保することができるようになり、一年を通
して安定的に販売をすることが可能になります。また利益率の確保にも繋が
り、今後も安定した運営をすることが可能になります。

　竹富町黒島で長く畜産業をしており、これまでも
着実に事業として成長している中で今回の経営革
新計画の申請を通して、自社の強みや弱み以外に
長期的に取り組んでいくことや、今すぐに取り組ま
なければならないことなど自分たちでも気づいて
いなかった多くのことを知ることができました。
　今後は新商品開発以外に、新たな販路の確保も
必要になっていきますので、引き続き伴走支援を続
けていきたいと思います。

事業所名：農業生産法人 株式会社 又吉牧場

事業所名：農業生産法人株式会社又吉牧場
代 表 者：又吉　清眞
創　　業：昭和54年1月、平成31年に法人化
所 在 地：竹富町黒島1486
電話番号：0980-85-4233

家族写真

　沖縄公庫、沖縄県事業承継・引継ぎ支援セン
ター、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県商工会連合
会の４者による「事業承継における連携に関する覚
書」を３月９日（木）に締結しました。
　この覚書により、商工会窓口で相談のあった事業
承継の相談内容を公庫と共有することができ、更に
は事業承継引継ぎ支援センターの専門家へ橋渡し

することで、事業承継計画の策定支援とその計画の
中で必要となってくる事業承継関連融資にもつなげ
ることができるようになります。互いの情報やノウハ
ウを共有し、切れ目のない支援体制を構築し、事業
者の廃業による雇用や技術の喪失を防ぎ、地域経
済の活性化を目指します。事業承継に関するご相談
は、お近くの商工会の窓口にお越しください。

事 業 承 継 支 援 を 強 化 ‼
経営課題と持続化補助金の概要

持続化補助金を活用した商品開発事例

Market development example

取締役のいずみさん、知念指導員取締役のいずみさん、知念指導員

　圧延機をはじめとした黒糖の形状加工機械装置の導入で手作業加工が均一かつ効率的に
行えるようになり、品質の平準化および製造工程の改善を進めることができました。生産効
率の課題解決により開発中の新商品も完成し、商品名「ブエナスエルテ」※として沖縄県優
良県産品NEXT部門の最優秀賞を受賞しました。この受賞により那覇空港内で展示され商
品PRにつながったほか、村内リゾートホテルとの新たな商談機会を得ることができました。
　また、今後の新商品の認知度向上、売上拡大につなげるため村内イベントで試食販売を行
い、来場者らの感想や評価の声の獲得に取り組んでいます。
※Buena Suerte（ブエナスエルテ）：幸運をあなたへ

　代表者より相談を受けた時からすぐに今回の取り組みに懸ける想いと熱
意を強く感じました。そして新たな手法を経営計画書に落とし込んだことが
販路開拓と経営継続、優良県産品の認定につながったと感じています。
　今後も事業者への継続的支援を行いながら、更なる経営発展に繋がるよ
う伴走していきます。（今帰仁村商工会　経営指導員  原　満彦）

　（資）共栄社は加工黒糖を中心とした商品を自社工場内にて製造、県内外へ販売する事業
者です。
　昨今の黒糖需要減退による市場変化の影響を受け、自社商品の加工黒糖販売が低迷して
いる状況でした。そして打開策として開発中であった新商品も手作業加工のため、生産効率
が低く生産量の拡大が課題となっていました。
　そこで、持続化補助金を活用しながら新商品の完成と機械化製造による品質および製造
量の向上に取り組み、完成した新商品を村内リゾートホテルとの商談や認知度向上、販売促
進に向けて沖縄県優良県産品への応募を行いました。

補 助 事 業 の 成 果

経 営 指 導 員 よ り

事業所名：合資会社 共栄社
所 在 地：今帰仁村謝名227－１
代 表 者：與那　勝治
電話番号：0980-56-2812
URL   https://nakijin-kokutouya.co.jp/

　沖縄公庫、沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県商工会
連合会の４者による「事業承継における連携に関する覚書」を３月９日（木）に締結しました。

左から　沖縄振興開発金融公庫の川上理事長、県商工会議所連合会の上間副会長、米須会長、県事業承継・引継ぎ支援センターの嶺井統括責任者

與那 代表社員左 原 経営指導員　右 與那 代表社員

まずはこちらのポータルサイトでご登録ください
詳しくは、販路開拓サイト「C A NVA S」をチェック ! !

1 .イベントに出る 2 .卸先を見つける 3 .実践的に学ぶ 4 .課題を解決する

販路開拓サイト「CANVAS（キャンバス）」のご案内
～事業者様のECサイト構築や販路開拓を支援します～

「CANVAS」は、地域の中小・小規模事業者のモノづくり、販路開拓、デジタル化・EC活用を
サポートするサービスとコンテンツを提供するプラットフォームです。
全国商工会連合会が実施する販路開拓支援事業のご案内をはじめ、ECサイト・販路開拓に
関するセミナー・ワークショップ等のイベントにご参加いただけます。是非ご活用ください。

検索 販路開拓

百貨店催事、大規模販売会など新
規顧客獲得のためのイベントを
開催しています。

現役バイヤーが取引を前提に参
加する審査会型ビジネスマッチン
グを実施しています。

デジタル教材、動画、セミナー等
を通じて商品開発・ECを実践的
に学ぶことができます。

販路開拓の課題を解決するため
に認定パートナーをご紹介してい
ます。

B t o C  サ ー ビ ス → B t o B  サ ー ビ ス → E C 活 用 支 援・商 品 → パ ー ト ナ ー →



地
域
の
方
か
ら
愛
さ
れ
、地
域
の
方
と
と
も
に

      

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
お
店
を
目
指
し
て

社
労
士 
古
波
蔵 

精
が

お
答
え
し
ま
す
！

社会保険労務士 古波蔵 精

　イ
ベ
ン
ト
の
為
、休
日
に
従
業
員
を
勤
務
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
日
に
勤
務
し
た
従
業
員
に
は
別
の

日
に
休
み
を
取
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
が
、気
を
付
け
る

事
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

　
本
来
休
日
で
あ
る
日
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
、あ
ら

か
じ
め
他
の
日
に
振
替
え
た
場
合
そ
の
休
日
を「
振
替
休

日
」、休
日
に
勤
務
を
し
た
後
に
代
わ
り
の
休
み
を
取
る

場
合
そ
の
休
日
を「
代
休
」と
言
い
ま
す
。

　
振
替
休
日
の
場
合
、休
日
勤
務
分
の
賃
金
の
割
増
は
不

要
で
す
が
、代
休
の
場
合
、休
日
勤
務
分
に
つ
い
て
割
増

賃
金
の
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
本
来
の
休
日
に
勤
務
を
し
、別
の
日
に
休
む
点
で
共
通

し
て
い
る
の
で
混
同
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、振
替
休
日
と
代
休
で
は
、割
増
賃
金
の
要
否

で
違
い
が
生
じ
る
訳
で
す
。

　
但
し
振
替
休
日
の
場
合
で
も
、振
替
え
た
休
日
が
週
を

ま
た
ぐ
等
に
よ
り
労
働
時
間
が
40
時
間
を
超
え
る
週
が
生
じ

た
場
合
、そ
の
超
え
た
時
間
分
は
、１
ヶ
月
変
形
労
働
時

間
制
を
採
用
し
て
い
る
事
業
場
を
除
き
賃
金
の
割
増
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、休
日
に
関
す
る
事
項
が
労
働
基
準
法
第
89
条
に
お

い
て
就
業
規
則
へ
の
絶
対
的
必
要
記
載
事
項
と
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、休
日
の
振
替
を
行
う
為
に
は
就
業

規
則
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、１
週
１
日
以
上
の
休
日
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
、１
年
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
し
て
い
る
事

業
場
で
は
原
則
休
日
の
振
替
は
出
来
な
い
等
の
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の
点
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

コラム
COLUMN
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Q
労
務
の
お
悩
み

記帳機械化による経営改善事例
「フランス食堂1663」 泉川浩二さん・美奈子さんご夫妻

店　　　　名　　フランス食堂1663
住　　　　所　　沖縄県南城市つきしろ1663
連　 絡　 先　　098-917-0000
営業開始時間　　11:30 開店
定　 休 　日　　毎週月曜日、火曜日
URL  https://cafeterrace1663.business.site/

記
帳
機
械
化
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
確
定
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
飲
食
店
で
働
い
て
き
た
中
で
、ほ
と

ん
ど
の
オ
ー
ナ
ー
が
確
定
申
告
時
期
に
な
る
と

領
収
書
な
ど
の
数
字
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し

て
い
る
姿
を
見
て
き
た
の
で
、私
自
身
が
育
児
も

こ
な
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
や
経
理
も
す
る
と
ア

ナ
ロ
グ
作
業
で
は
絶
対
に
時
間
が
足
り
な
く
な

る
の
が
目
に
見
え
た
の
で
、経
理
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
記
帳
機
械
化
を
始
め
ま
し
た
。

商
工
会
の
記
帳
機
械
化
支
援
を
受
け
て
の

感
想
は
？

　
記
帳
に
関
す
る
相
談
は
記
帳
専
任
職
員
が
、

ソ
フ
ト
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ソ
リ
マ
チ
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
分
か
り
や
す
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
の
で
、経
理
の
知
識
が
な
い
私
で
も

安
心
し
て
自
計
で
の
記
帳
機
械
化
が
で
き
て
い

ま
す
。そ
の
他
に
も
、経
営
指
導
員
が
記
帳
デ

ー
タ
か
ら
経
営
分

析
を
行
い
自
社
の

課
題
を
見
つ
け
、

補
助
金
や
専
門

家
派
遣
な
ど
様
々

な
経
営
改
善
策
を

提
案
し
て
く
れ
る

こ
と
も
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
事
業
の
展
望

　多
く
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ
、今
年
の
8
月
に

創
業
5
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、お
客
様
に
素
敵
な
時
間
と
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、地
域
の
方
か
ら
愛
さ
れ
、地
域

の
方
と
と
も
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
お
店

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

記
帳
機
械
化
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

　
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
経
営
改
善
が
で

き
た
こ
と
で
す
。

　
創
業
し
て
か
ら
な
か
な
か
売
上
が
伸
び
ず
に

苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
入
力

し
て
き
た
売
上
や
経
費
の
デ
ー
タ
を
見
返
す
こ

と
で
売
上
の
数
字
と
感
覚
が
違
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。ま
た
、売
上
と
原
価
の
デ
ー

タ
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
構
成
な
ど
を
見
直
し
、経
費
の

デ
ー
タ
か
ら
無
駄
な
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
り
と

黒
字
化
し
て
い
く
た
め
の
改
善
に
取
り
組
め
ま

し
た
。自
社
の
数
字
を
自
ら
把
握
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

商工会がおススメする
クラウド会計
「MA1 商工会エディション」

詳しくは
こちらから利用者の

も充実！サポート体制サポート体制
お申し込みは最寄りの商工会へ

▶
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・・
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よろず支援拠点の支援事例

インボイス制度対策セミナー

経営改善と売上拡大は車の両輪
　
相
談
者
は
本
島
中
部
の
町
で

二
代
続
く
家
族
経
営
の
老
舗
の

飲
食
店
。区
画
整
理
で
数
年
前
に

現
在
地
に
移
転
し
た
。一
定
の
売

上
は
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、高

く
な
っ
た
家
賃
等
の
固
定
費
や

借
入
金
返
済
等
が
経
営
を
圧
迫

し
、滞
納
す
る
よ
う
に
な
り
地
元

商
工
会
の
経
営
指
導
員
が
同
行

し
て
相
談
に
来
訪
し
た
。

　
商
品
の
品
質
は
高
く
、長
年
地

元
顧
客
に
愛
さ
れ
て
い
る
。財
務

諸
表
を
確
認
す
る
と
資
金

シ
ョ
ー
ト
は
目
前
で
弁
護
士
か

ら
は
自
己
破
産
を
提
案
さ
れ
た

が
、生
き
残
る
道
は
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
経
営
陣
の
意
識

改
革
が
必
要
。そ
の
上
で
売
上
拡

大
と
利
益
の
増
加
、コ
ス
ト
の
圧

縮
を
図
る
こ
と
だ
。注
力
し
た
の

は
、①
日
々
の
現
金
管
理
、②
月

次
決
算
、③
経
費
構
造
の
見
直
し

で
あ
る
。結
果
と
し
て
、コ
ロ
ナ

禍
で
売
上
は
伸
び
悩
ん
だ
が
利

益
は
大
幅
に
伸
び
、金
融
機
関
か

ら
の
新
規
融
資
が
実
現
し
資
金

繰
り
が
安
定
し
た
。1 

年
後
に
は

相
談
前
よ
り
2.5
倍
の
売
上
を
達

成
し
た
だ
け
で
な
く
事
業
の
拡

張
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

（
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
上
地 

哲
）

※

掲
載
内
容
は
相
談
者
の
承
諾
を
得
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。経
営
者
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。ご
相
談
は
、電
話
０
９
８

（
８
５
１
）８
４
６
０
の
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
、ま
た
は
お
近
く

の
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

　
皆
様
は
既
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
登
録
を
行
っ
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
し
て
、
商
工
会
の
窓
口
で

も「
期
限
が
迫
っ
て
い
る
が
、

登
録
し
た
方
が
良
い
か…

」

等
の
相
談
が
以
前
か
ら
あ

り
、
多
く
の
商
工
会
で
は
昨

年
度
、イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、昨
年
の

12
月
に
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の「
大
幅
な
緩
和
」
が

発
表
さ
れ
て
お
り
、こ
の
緩

和
策
の
中
の
「
経
過
措
置
」

や「
2
割
制
度
」
な
ど
、
小

規
模
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
、留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
改

正
点
に
つ
い
て
、沖
縄
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

Q1 

福
祉
共
済
加
入
の
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

　
商
工
会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
福
祉
共
済
の

案
内
チ
ラ
シ
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を

受
け
、良
い
制
度
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

Q2 

会
社
の
福
利
厚
生
と
し
て
利
用
し
て

い
る
理
由
は
何
で
す
か
？

●
代
表
者
の
声

　
従
業
員
に“

も
し
も“

の
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
に
保
証
が
あ
る
こ
と
や
、保
険
料
も
安
く

負
担
も
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
従
業
員
の
安
全
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

●
従
業
員
の
声

　
い
つ
け
が
を
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、

福
祉
共
済
に
入
る
こ
と
で
安
心
で
き
ま
す
。

Q3 

実
際
に
請
求
を
し
て
み
て
の
感
想
は

い
か
が
で
す
か
？

　
事
故
の
連
絡
を
入
れ
た
後
、事
務
局
か
ら

の
状
況
確
認
や
手
続
き
書
類
の
説
明
を
受

け
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。現
在
も
、請
求
案
件
が
あ
り
、定
期

的
に
状
況
確
認
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Q4 

加
入
し
て
い
て
助
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
治
療
費
を
全
額
負
担
と

な
る
と
こ
ろ
、福
祉
共
済
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
で
保
険
金
が
入
り
、
多
少
の
プ
ラ
ス
に

な
る
の
で
、費
用
面
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
し
ま
い
、し
ば
ら
く
働
け
な
く
な
り
ま
し

た
が
、福
祉
共
済
で
生
活
費
な
ど
を
補
填
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
助
か
り
ま
し
た
。

Q1 

福
祉
共
済
加
入
の
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

　
事
務
局
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

Q2 

会
社
の
福
利
厚
生
と
し
て
利
用
し
て

い
る
理
由
は
何
で
す
か
？

●
代
表
者
の
声

　
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
ほ
か
、

安
価
な
保
険
料
で
従
業
員
の
労
災
と
し
て

も
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
従
業
員
の
声

　
業
務
外
に
お
い
て
も
保
証
さ
れ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

Q3 

実
際
に
請
求
を
し
て
み
て
の
感
想
は

い
か
が
で
す
か
？

　
請
求
の
際
に
け
が
の
内
容
を
事
務
局
に

連
絡
し
、必
要
書
類
の
説
明
を
受
け
、ス
ム
ー

ズ
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
後
に
、改
め
て
加

入
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

Q4 

加
入
し
て
い
て
助
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
け
が
を
し
た
際
の
治
療
費
の
負
担
が
軽
く

な
る
の
で
、費
用
の
面
で
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
け
が
等
が
な
い
こ
と
が
一番
良
い
で
す
が
、

も
し
も
の
時
の
備
え
と
し
て
は
、良
い
共
済

制
度
と
思
い
ま
す
。

よろず支援拠点
オンライン限定 

会員福祉共済加入者の声

従業員福利厚生活用編
お客様から

寄せられた感謝の声

㈲
八
幡
瓦
工
場 

代
表

八
幡  

昇

㈲
沖
広
販 

代
表

伊
野
波  

盛
行

◆ 

具
体
的
な
日

程
に
つ
い
て
は

よ
ろ
ず
支
援
拠

点
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

https://yorozu.okinawa/?
post_type=seminar_info

お知らせ

voice!
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地
域
の
方
か
ら
愛
さ
れ
、地
域
の
方
と
と
も
に

      

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
お
店
を
目
指
し
て

社
労
士 

古
波
蔵 

精
が

お
答
え
し
ま
す
！

社会保険労務士 古波蔵 精

　イ
ベ
ン
ト
の
為
、休
日
に
従
業
員
を
勤
務
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
日
に
勤
務
し
た
従
業
員
に
は
別
の

日
に
休
み
を
取
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
が
、気
を
付
け
る

事
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

　
本
来
休
日
で
あ
る
日
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
、あ
ら

か
じ
め
他
の
日
に
振
替
え
た
場
合
そ
の
休
日
を「
振
替
休

日
」、休
日
に
勤
務
を
し
た
後
に
代
わ
り
の
休
み
を
取
る

場
合
そ
の
休
日
を「
代
休
」と
言
い
ま
す
。

　
振
替
休
日
の
場
合
、休
日
勤
務
分
の
賃
金
の
割
増
は
不

要
で
す
が
、代
休
の
場
合
、休
日
勤
務
分
に
つ
い
て
割
増

賃
金
の
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
本
来
の
休
日
に
勤
務
を
し
、別
の
日
に
休
む
点
で
共
通

し
て
い
る
の
で
混
同
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、振
替
休
日
と
代
休
で
は
、割
増
賃
金
の
要
否

で
違
い
が
生
じ
る
訳
で
す
。

　
但
し
振
替
休
日
の
場
合
で
も
、振
替
え
た
休
日
が
週
を

ま
た
ぐ
等
に
よ
り
労
働
時
間
が
40
時
間
を
超
え
る
週
が
生
じ

た
場
合
、そ
の
超
え
た
時
間
分
は
、１
ヶ
月
変
形
労
働
時

間
制
を
採
用
し
て
い
る
事
業
場
を
除
き
賃
金
の
割
増
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、休
日
に
関
す
る
事
項
が
労
働
基
準
法
第
89
条
に
お

い
て
就
業
規
則
へ
の
絶
対
的
必
要
記
載
事
項
と
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、休
日
の
振
替
を
行
う
為
に
は
就
業

規
則
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、１
週
１
日
以
上
の
休
日
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
、１
年
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
し
て
い
る
事

業
場
で
は
原
則
休
日
の
振
替
は
出
来
な
い
等
の
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の
点
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

コラム
COLUMN

回

　答

A
n

s
w

e
r

A
質

　問

Q
u

e
s

t
i

o
n

Q
労
務
の
お
悩
み

記帳機械化による経営改善事例
「フランス食堂1663」 泉川浩二さん・美奈子さんご夫妻

店　　　　名　　フランス食堂1663
住　　　　所　　沖縄県南城市つきしろ1663
連　 絡　 先　　098-917-0000
営業開始時間　　11:30 開店
定　 休 　日　　毎週月曜日、火曜日
URL  https://cafeterrace1663.business.site/

記
帳
機
械
化
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
確
定
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
飲
食
店
で
働
い
て
き
た
中
で
、ほ
と

ん
ど
の
オ
ー
ナ
ー
が
確
定
申
告
時
期
に
な
る
と

領
収
書
な
ど
の
数
字
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し

て
い
る
姿
を
見
て
き
た
の
で
、私
自
身
が
育
児
も

こ
な
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
や
経
理
も
す
る
と
ア

ナ
ロ
グ
作
業
で
は
絶
対
に
時
間
が
足
り
な
く
な

る
の
が
目
に
見
え
た
の
で
、経
理
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
記
帳
機
械
化
を
始
め
ま
し
た
。

商
工
会
の
記
帳
機
械
化
支
援
を
受
け
て
の

感
想
は
？

　
記
帳
に
関
す
る
相
談
は
記
帳
専
任
職
員
が
、

ソ
フ
ト
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ソ
リ
マ
チ
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
分
か
り
や
す
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
の
で
、経
理
の
知
識
が
な
い
私
で
も

安
心
し
て
自
計
で
の
記
帳
機
械
化
が
で
き
て
い

ま
す
。そ
の
他
に
も
、経
営
指
導
員
が
記
帳
デ

ー
タ
か
ら
経
営
分

析
を
行
い
自
社
の

課
題
を
見
つ
け
、

補
助
金
や
専
門

家
派
遣
な
ど
様
々

な
経
営
改
善
策
を

提
案
し
て
く
れ
る

こ
と
も
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
事
業
の
展
望

　多
く
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ
、今
年
の
8
月
に

創
業
5
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、お
客
様
に
素
敵
な
時
間
と
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、地
域
の
方
か
ら
愛
さ
れ
、地
域

の
方
と
と
も
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
お
店

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

記
帳
機
械
化
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

　
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
経
営
改
善
が
で

き
た
こ
と
で
す
。

　
創
業
し
て
か
ら
な
か
な
か
売
上
が
伸
び
ず
に

苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
入
力

し
て
き
た
売
上
や
経
費
の
デ
ー
タ
を
見
返
す
こ

と
で
売
上
の
数
字
と
感
覚
が
違
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。ま
た
、売
上
と
原
価
の
デ
ー

タ
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
構
成
な
ど
を
見
直
し
、経
費
の

デ
ー
タ
か
ら
無
駄
な
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
り
と

黒
字
化
し
て
い
く
た
め
の
改
善
に
取
り
組
め
ま

し
た
。自
社
の
数
字
を
自
ら
把
握
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

商工会がおススメする
クラウド会計
「MA1 商工会エディション」

詳しくは
こちらから利用者の

も充実！サポート体制サポート体制
お申し込みは最寄りの商工会へ

▶

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

・・
・・
・・
・・
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・・
・・
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・・
・・
・・
・

よろず支援拠点の支援事例

インボイス制度対策セミナー

経営改善と売上拡大は車の両輪
　
相
談
者
は
本
島
中
部
の
町
で

二
代
続
く
家
族
経
営
の
老
舗
の

飲
食
店
。区
画
整
理
で
数
年
前
に

現
在
地
に
移
転
し
た
。一
定
の
売

上
は
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、高

く
な
っ
た
家
賃
等
の
固
定
費
や

借
入
金
返
済
等
が
経
営
を
圧
迫

し
、滞
納
す
る
よ
う
に
な
り
地
元

商
工
会
の
経
営
指
導
員
が
同
行

し
て
相
談
に
来
訪
し
た
。

　
商
品
の
品
質
は
高
く
、長
年
地

元
顧
客
に
愛
さ
れ
て
い
る
。財
務

諸
表
を
確
認
す
る
と
資
金

シ
ョ
ー
ト
は
目
前
で
弁
護
士
か

ら
は
自
己
破
産
を
提
案
さ
れ
た

が
、生
き
残
る
道
は
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
経
営
陣
の
意
識

改
革
が
必
要
。そ
の
上
で
売
上
拡

大
と
利
益
の
増
加
、コ
ス
ト
の
圧

縮
を
図
る
こ
と
だ
。注
力
し
た
の

は
、①
日
々
の
現
金
管
理
、②
月

次
決
算
、③
経
費
構
造
の
見
直
し

で
あ
る
。結
果
と
し
て
、コ
ロ
ナ

禍
で
売
上
は
伸
び
悩
ん
だ
が
利

益
は
大
幅
に
伸
び
、金
融
機
関
か

ら
の
新
規
融
資
が
実
現
し
資
金

繰
り
が
安
定
し
た
。1 

年
後
に
は

相
談
前
よ
り
2.5
倍
の
売
上
を
達

成
し
た
だ
け
で
な
く
事
業
の
拡

張
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

（
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
上
地 

哲
）

※

掲
載
内
容
は
相
談
者
の
承
諾
を
得
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。経
営
者
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。ご
相
談
は
、電
話
０
９
８

（
８
５
１
）８
４
６
０
の
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
、ま
た
は
お
近
く

の
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

　
皆
様
は
既
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
登
録
を
行
っ
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
し
て
、
商
工
会
の
窓
口
で

も「
期
限
が
迫
っ
て
い
る
が
、

登
録
し
た
方
が
良
い
か…

」

等
の
相
談
が
以
前
か
ら
あ

り
、
多
く
の
商
工
会
で
は
昨

年
度
、イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、昨
年
の

12
月
に
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の「
大
幅
な
緩
和
」
が

発
表
さ
れ
て
お
り
、こ
の
緩

和
策
の
中
の
「
経
過
措
置
」

や「
2
割
制
度
」
な
ど
、
小

規
模
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
、留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
改

正
点
に
つ
い
て
、沖
縄
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

Q1 

福
祉
共
済
加
入
の
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

　
商
工
会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
福
祉
共
済
の

案
内
チ
ラ
シ
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を

受
け
、良
い
制
度
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

Q2 

会
社
の
福
利
厚
生
と
し
て
利
用
し
て

い
る
理
由
は
何
で
す
か
？

●
代
表
者
の
声

　
従
業
員
に“

も
し
も“

の
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
に
保
証
が
あ
る
こ
と
や
、保
険
料
も
安
く

負
担
も
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
従
業
員
の
安
全
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

●
従
業
員
の
声

　
い
つ
け
が
を
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、

福
祉
共
済
に
入
る
こ
と
で
安
心
で
き
ま
す
。

Q3 

実
際
に
請
求
を
し
て
み
て
の
感
想
は

い
か
が
で
す
か
？

　
事
故
の
連
絡
を
入
れ
た
後
、事
務
局
か
ら

の
状
況
確
認
や
手
続
き
書
類
の
説
明
を
受

け
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。現
在
も
、請
求
案
件
が
あ
り
、定
期

的
に
状
況
確
認
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Q4 

加
入
し
て
い
て
助
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
治
療
費
を
全
額
負
担
と

な
る
と
こ
ろ
、福
祉
共
済
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
で
保
険
金
が
入
り
、
多
少
の
プ
ラ
ス
に

な
る
の
で
、費
用
面
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
し
ま
い
、し
ば
ら
く
働
け
な
く
な
り
ま
し

た
が
、福
祉
共
済
で
生
活
費
な
ど
を
補
填
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
助
か
り
ま
し
た
。

Q1 

福
祉
共
済
加
入
の
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

　
事
務
局
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

Q2 

会
社
の
福
利
厚
生
と
し
て
利
用
し
て

い
る
理
由
は
何
で
す
か
？

●
代
表
者
の
声

　
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
ほ
か
、

安
価
な
保
険
料
で
従
業
員
の
労
災
と
し
て

も
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
従
業
員
の
声

　
業
務
外
に
お
い
て
も
保
証
さ
れ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

Q3 

実
際
に
請
求
を
し
て
み
て
の
感
想
は

い
か
が
で
す
か
？

　
請
求
の
際
に
け
が
の
内
容
を
事
務
局
に

連
絡
し
、必
要
書
類
の
説
明
を
受
け
、ス
ム
ー

ズ
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
後
に
、改
め
て
加

入
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

Q4 

加
入
し
て
い
て
助
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
け
が
を
し
た
際
の
治
療
費
の
負
担
が
軽
く

な
る
の
で
、費
用
の
面
で
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
け
が
等
が
な
い
こ
と
が
一番
良
い
で
す
が
、

も
し
も
の
時
の
備
え
と
し
て
は
、良
い
共
済

制
度
と
思
い
ま
す
。

よろず支援拠点
オンライン限定 

会員福祉共済加入者の声

従業員福利厚生活用編
お客様から

寄せられた感謝の声
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瓦
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代
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㈲
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代
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伊
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波  
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行

◆ 

具
体
的
な
日

程
に
つ
い
て
は

よ
ろ
ず
支
援
拠

点
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

https://yorozu.okinawa/?
post_type=seminar_info

お知らせ

voice!
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●第26回 商工会特産品コンテスト最優秀賞（県知事賞）が決定‼
●ニッポン全国物産展2023
●青年部だより
●女性部だより
●持続化補助金を活用した商品開発事例
●経営革新物語
●事業承継支援を強化‼
●販路開拓サイト「CANVAS（キャンバス）」のご案内
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●よろず支援拠点の支援事例
●よろず支援拠点インボイスセミナーのご案内
●会員福祉共済加入者の声 従業員福利厚生活用編
●記帳機械化による経営改善事例
●【コラム】労務のお悩み 社労士 古波蔵 精がお答えします！
●自動車事故費用共済のご案内
●シルバー派遣事業のご案内

令和５年

50沖
縄県

商工会連合会

県産品奨励月間に係る
地元産品奨励及び
地元企業優先使用要請活動の実施

県産品の使用奨励の啓発と需要の拡大を喚起することと、本県産業の振興と雇用の拡大に資
することを目的に本年度も各市町村で県産品奨励月間に係る地元産品奨励及び地元企業優
先使用の要請活動が実施されました。
要請活動は昭和５９年７月に沖縄県が策定した「県内企業への優先発注及び県産品の優先使用
基本方針」に基づいており、今年は「県産品　みんなで創る　島の価値」をスローガンに、業界、
消費者及び行政等全県民が一体となって、各種事業及び広報キャンペーンを集中的にするこ
とで、県内需要の創出による景気の維持と拡大と経済の活性化を図ります。

9月号
2023
SEP.

No.309

「まじゅん」とは、
沖縄の言葉で「一緒」の意味。
会員の皆様とともに歩むという
想いがこめられています。

沖縄県商工会連合会 会報誌
設立 周年周年

AnniversaryAnniversary

(    )
共済契約者の
経済的負担を補うため

補償の内容

刑事上の責任 民事上の責任

行政上の責任 社会的責任
（道義的責任）

刑事裁判による
刑罰等

公安委員による
免許の取消・停止等

お見舞いや、お詫び
など社会通念上良
識に基づいた責任

示談・民事裁判
による損害賠償等

自賠責保険／
自動車保険
でカバー
対人・
対物賠償等

自動車事故費用共済
でカバー
自動車事故による
契約者の経済的損失を
補填します。

もし事故の当事者になってしまったら… 交通事故の加害者には4つの責任が発生します

・共済金は全額契約者へお支払いします。

・年齢、等級にかかわらず掛け金は一律です。
・お相手様へのお見舞い、香典供花料、示談金等の
 支出にお役立ていただけます。

・任意保険とは関係なくお支払いします。

・ご自身（同乗者）の入院・通院、死亡時も保障します。

・自損事故でもご利用いただけます。

この制度の特色

万が一の事故にもう一つの安心を
自動車事故費用共済のご案内

詳しくはお近くの商工会まで

自動車事故費用共済は
こんな時にお支払いします

自分が追突されて

＊自分が20日通院、相手1
名（運転手）が死亡した。
（自分）2,250円×20日
=45,000円　定額払い
(相手）お支払いできませ
ん
計45,000円を契約者にお
支払い。

※全く契約者に過失がない場合

歩行者を跳ねて死亡事故を起こした

＊相手が死亡した。
死亡事故共済金として3,000,000円を支払い
限度として実費を契約者にお支払い。

車種

自家用乗用
自動車

自家用軽乗用
自動車

共済掛金
／1台

年額
9,000円

年額
4,500円

自損事故を起こして

＊自分と同乗者がそれぞ
れ10日入院した。
（自分）4,500円×10日
×2名=90,000円定額払
い
計90,000円を契約者にお
支払い。　

追突事故を起こして

＊相手２名（運転者と同乗
者）がそれぞれ10日入院
した。
（相手）4,500円×
10日×２名＝90,000円
90,000円を支払い限度と
して負担した実費を契約
者にお支払い。

出会い頭の事故を起こして

＊相手１名（運転者）が30
日、自分が20日通院した。
（自分）2,250円×20日＝
45,000円　定額払い
（相手）2,250円×30日＝
67,500円

67,500円を支払い限度として契約者が負担した
実費をお支払い。
計45,000円＋67,500円を支払い限度として
負担した実費を契約者にお支払い。

負傷者が
契約者側の場合

負傷者が
相手側の場合

契約者側に過
失がある場合
に限ります。

❶死亡共済金
     事故の日から180        
     日以内に死亡され   
     たとき（1事故につき）

❷ 死     亡
　 臨 時 費 用
　 共  済  金

❸ 後 遺 障 害
　 共 済 金
     （障害級別による）

❹ 入 通 院
　 共 済 金
      365日分または
     300万円限度

❺ 入  通  院
　 臨 時 費 用
  共 済 金

300万円

12万円～
300万円

（1人あたり）

入院日額 4,500円
通院日額  2,250円
1事故につき入院、通院合わせて
1日最高18,000円

合計300万円までの
実費をお支払いします。

被共済自動車に過失がある共
済期間内の事故により、事故日
から180日以内に相手側に死
亡者が生じたとき、1事故につ
き30万円をお支払いします。

12万円～300万円
算定された額を限度として
実費をお支払いします。

合計300万円までの
実費をお支払いします。

被共済自動車に過失がある共
済期間内の事故により、相手側
負傷者が通算3日以上の入院
または通院をしたとき、1事故に
つき3万円をお支払いします。

左記の日額により

読谷村商工会 豊見城市商工会 与那国町商工会

名護市商工会 渡嘉敷村商工会 北谷町商工会


